に往 つた。 それ はちょう ど 日没で、 米 は 岡吉の 木戸に 

坐って いた。 二人の 間に はいつ ものよう な 口論が はじ 

あげく 

まった。 来 は 例によって さんざん 毒づ いた 結果、 客 商 

売に 坊主 は 縁起が 悪 いと 云って 戸外へ 突出し、 下足番 

ま 

に 言い つけて 叔父の 頭へ 塩 を 撒かした。 

その 翌日の ことであった。 来が 朝起きて 顔 を 洗って 

いると、 町内の 白木と 云う 材木屋の 小僧が 顔色 を 変え 

て龃 けこんで 来た。 

「頭、 大変 だ、 お 店の 軒下に 縊死 人が あるの だ、 すぐ 

来て おくん なさい」 

「そうか、 すぐ 住く I 
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